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４E実施協定

SP1待機電力
世界的な協力活動

2012年10月公開

詳しい情報

アネックスが提供する公開されている全情報はアネックスのウェブサイト 

http://standby.iea-4e.orgでご覧いただけます。

また、アネックスはニュースレターを刊行し、世界の待機電力に関する問題やイベントなどの最新

情報を提供しています。ウェブサイト経由で無料購読が可能で、他の待機電力に関するプロジェク

トや国際活動のリンクやニュースなども提供しています。

４E実施協定の待機電力アネックスは、政府の政策担当者に対し、電子機器が低電力待機モード

中に消費するエネルギーを改善するのに最適な政策を開発するために、情報やツールを提供して

います。この概要では、各国政府による明確で協調された活動によって、世界のエネルギー浪費を

軽減する効果を明らかにしています。

待機モード時の電力がエネルギー問題だ

と認められたのは1986年のことでした。　専

門家は待機電力が世界の電力消費の1％

を占め、家庭内の電力使用の10％を占めて

いると見積もっています1。

1992年にアメリカで発表された「ENERGY 

STAR」は、待機モードの電力問題に初めて

取り組むプログラムでした。

国際エネルギー機関が世界のすべての政

府に対して待機モードの電力消費を1ワット

以下に抑える目標を掲げて活動するよう促

がしてから、国際的な努力が始まりました。

この企画は2005年のグレンイ－グルでのG8

サミットで承認されました。

このような高度レベルでの支持を受けたの

で、政府機関と産業の両方に強いメッセー

ジを送ったことになりました。2005年以来、

国際電子機器産業界はエネルギー削減を

行動に移しました。政府機関は４Eなどのプ

ログラムを通して、産業界と協力して問題に

取り組んでいます。

今日では、世界中の政府機関が低電力モ

ード時のエネルギー浪費の規制や自主行

動規範の制定に取り組みを始めています。

例えば、韓国では2005年に自主規制を導入

し、多大な成果につなげることに成功しまし

た。2008年には多種類の電子機器の効率

に関する規制とともに、強制的な警告ラベル

企画を取り入れ、低電力モードに関して困

難ではあるがしかし達成のできる条件を設

定しました。

国際エネルギー機関の１ワット計画

「ENERGY STAR」プログラムの開始

欧州連合の自主行動規範－消費者電子
機器

オーストラリアの待機電力削減計画の発表

ヨーロッパ産業界の自主行動規範：テレビ

G8サミットで1ワット計画が承認
韓国1ワット計画発表
IEC　62301測定標準

４E実施協定に 待機電力アネックスを
設立。オーストラリア、ニュージーランド、
中国、ヨーロッパ連合、韓国、アメリカで
スタンバイMEPS規制とラベリング。
ブラジルと日本－待機電力ラベリング。

ヨーロッパ連合で統一的に1ワットのMEPS
規制アジア太平洋経済協力閣僚会議
（APEC）待機電力プロジェクト

ヨーロッパ連合で統一的に0.5ワットの
MEPS規制オーストラリアで統一的
MEPS規制

カリフォルニアでテレビの待機電力3ワ
ット条件

アジア太平洋パートナーシップ
（APP）待機電力プロジェクト

韓国で待機電力警告ラベルを導入

SEADネットワーク待機電力の協力グ
ループ
オーディオ、ビデオおよびテレビに対
するカナダMEPS規制
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最終電力使用機器のエネルギー効率向上に関するIEA実施協定は、ここで使用されているデータは信頼でき、正確なものであるよう
に最善の努力をしていますが、ここにあるデータの正確さについて保証するものではなく、この報告書の内容に基づいてとられた行
動や決定に対する責任は負いかねます。

12010年 EES, 待機電力と低エネルギーネットワークに関する問題と指令
22012 IEA 実施協定、待機電力ベンチマーキング報告書

効果的な国際協力

国際エネルギー機関の発表から10年がたった
今、電子機器の待機電力消費は減少の傾向に
あります2　。これは、長期間にわたり政府に
よる取り組みのベクトルをうまく調整すると
いう努力の結果です。2013年に、ヨーロッパ
連合は電源を切った状態での電力を0.5ワット
以下に規制する最初の地域となるでしょう。
低電力モード時の電子機器の消費電力の効率
を改善するように、世界の産業界に働きかけ
る政府の活動能力のもう一つの実例です。

ネットワーク接続機器の問題

この10年間、政府による活動はネッ
トワークに接続しないスタンドアロン
電子機器の待機電力に影響を与えてき
ました。新たに発生した難題は、ネッ
トワークに接続可能な機器が消費する
エネルギーで、解決しなければなりま
せん。政府はこれまでと同じく、積
極的な参加や資金投入、協力により、
信念をもってこの問題に取り組むべ
きです。

4E実施協定の待機電力ア

ネックスの役割

４E実施協定の待機電力アネッ

クスは、世界のベクトルをあ

わせ、また省エネルギーを牽

引するため、加盟国と国際産

業界の諸団体との強い関係を

支援する大切な役割を担って

います。

政策担当者への情報

n  �強固なリーダーシップと政府の明確な関与が、政策の継続的な成果をもたらすための欠
かせない要因です。

n  �世界中で取引されている電子機器の待機電力消費を国際的に革新するためには、国境を
越えた協力が必要です。

n  �自主行動規範的なプログラムは市場がすばやくの反応することを支援しますが、強制的な規制
は成果を永続させ、エネルギーと環境保護を確かなものにします。

n  �規制の監視や検証は消費者を守り、世界の産業に平等な競争の場を提供し、同時に省エ
ネルギーを実現します。
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